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抄  録 【背景】JWU 食育ボランティアグループ（公衆栄養学研究室）は，2019 年から NPO 法人ちん
じゅの森と連携し，SDGs と食育推進基本計画に沿う食育活動を実施している。SDGs 未来都市に選定され
た鳥取県八頭町は過疎地域である。【目的】伝統的な食文化を次世代へ継承し，産地と都市の繋がりを目指
し，持続可能な食へ繋げる食育活動の評価を行った。【方法】八頭町産の梅を用いて，地域住民へ梅の歴史，
効用，活用等の食育活動を実施した。2023年以降，第 4次食育推進基本計画及び SDGsの目標について，参
加者に Webアンケート調査を実施した。【結果】回答者の約 9割が食育推進基本計画に沿うと考え，約 8 割
が SDGs 目標「陸の豊かさも守ろう」，5 割が「つくる責任・つかう責任」と「住み続けられるまちづくり
を」に沿うと考えた。【まとめ】今後も第 4 次食育推進基本計画及び SDGs に貢献し得る食育活動の継続を
予定している。 
  キーワード：SDGs，食文化，地域連携活動，食育，八頭町 
  
Abstract Background: Since 2019, the JWU Nutrition Education Volunteer Group (Public Health Nutrition 
Laboratory) has been conducting food education activities in line with the SDGs and the Fourth Basic Plan for 
Promotion of Shokuiku, in collaboration with the NPO Chinju no Mori. Yazu Town in Tottori Prefecture has been 
selected as an SDG Future City, although it is also a depopulated area. Objective: The aim is to pass down traditional 
Japanese food culture to the next generation, and to build connections between production areas and cities. Method: 
We conducted food education activities using Japanese plums (“ume”) produced in Yazu Town. From 2023, a web-
based survey was conducted. Results: Approximately 90% believed that the activities were in accordance with the 
Fourth Basic Plan. 80% of respondents considered the activities to be in accordance with the SDGs goal of “Life on 
Land.” Conclusion: We will continue this food and nutrition education in the future. 
  Keywords: SDGs, Japanese food culture, community collaboration activities, food and nutrition education,  

Yazu Town 
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1. 緒言 

（1）日本における過疎地域 
1955 年以降，日本経済の高度成長によって，地

方から都市部へ若者を中心に人口移動が起きた。都
市部では人口集中による過密問題が生じ，農山漁村
地域では人口減少による地域の生産機能の低下が生
じた。総務省では，1975 年から 2015 年の人口減少
率が 28%以上，かつ，2017 年度から度 2019 年の 3
箇年平均の財政力指数が 0.51 以下である市町村を
「過疎地域 1) 」と認定しており，2022 年には，全
国 1,718 市町村のうち，半数以上の 885 市町村が過
疎地域と認定され，過疎地域の面積は日本国土の約
6 割以上を占めている。過疎地域の大部分は農山漁
村地域であり，国土の保全，自然環境の保持など，
国民生活にとって重要な役割を果たしているが，集
落機能が低下し，維持が困難な集落が増加している 2)。 
豊かな自然や伝統文化などの地域資源を生かした

地域づくりを進め，地域コミュニティや生活基盤の崩
壊・消滅を防ぐべく，積極的な対応が必要である 3)。
2021 年度から「過疎地域の持続的発展の支援に関
する特別措置法」が制定され，過疎地域について，
総合的かつ計画的な対策を実施するための過疎対策
が実施されている 4)。 

 
（2）鳥取県八頭町 
鳥取県八頭町 5)，鳥取市の西に位置し，2005 年 3

月 31 日に郡家町，船岡町，八東町が合併して誕生
した町である。2024 年 7 月時点の人口は 15,601 人
で，面積は鳥取県内 19 市町村の中で 6 番目に大き
い。古くから農林業が盛んで，現在も稲作を中心に
梨・柿・りんごなどの栽培が盛んに行われている。
八頭町は「過疎地域」と認定されている。国立社会
保障・人口問題研究所による将来推計人口（2018 
年推計）6) 及び八頭町人口ビジョン 7) は，2050年の
総人口は 7,907 人と現在の半数程度となることが
予想されている。 
 一方で，八頭町は 2023年度「SDGs未来都市 8)」
に選出された 9, 10)。これは SDGs の理念に沿った取
り組みの中で，特に経済・社会・環境の三側面にお
ける新しい価値創出を通して持続可能な開発を実現
するポテンシャルが高い地域が選ばれるものであり，
八頭町の食育推進計画 11) の中にも，食育による
SDGs達成について記載されている。 

（3）持続可能な食と食育 
 我が国及び世界では，持続可能でより良い世界を
築くために，2030 年までに達成すべき「持続可能な
開発目標：SDGs（Sustainable Development Goals）12)」
を掲げ，17 の目指すべきゴール取り組んでいる。
また，食と SDGsの関わりとして，農林水産省では
SDGsに沿った農業者における取り組み 13) を 5つ掲
げ，生産者から消費者へ，食を取り囲む環境を守り，
食の大切さを伝える活動を推進している。 
食育基本法 14) に記された基本的な背景に加えて，

第 4 次食育推進基本計画 15) において，「持続可能な
食を支える食育の推進」として，食生活が自然の恩
恵の上に成り立つことを認識し，食べ物を大切にす
るという考え方の普及や環境への負荷低減などの食
と環境の調和（環境の環），生産者等や消費者との
交流促進，地産地消の推進等，食の循環を担う多様
な主体のつながりを広げ深める食育の推進（人の
輪），食育活動を通じて，伝統的な地域の多様な和
食文化を次世代へ継承するための食育の推進（和
食文化の和）の 3つの「わ」を支える食育を推進し
ている。さらに，国民一人一人の食生活において実
践してもらうべく，食育の推進に関わるボランティ
アの数を増やすことを目標としている。 
令和元年国民健康・栄養調査 16) において「居住

する地域の人々が「お互いに助け合っている」と思
う者の割合」「社会活動に参加している者の割合」
がほとんどの年齢層で 50%を下回っており，地域と
の結びつきの強化に取り組める社会活動の開催が求
められている。 

2020 年以降のコロナ禍において，緊急事態宣言
中ではバランスが取れた食事を摂れていない子ども
の増加，間食の機会や量の増加が報告され 17)，食育
の重要性がますます高まっている。 
これまでも食育の推進において，国民一人一人が
「食」について改めて意識を高め，「食」について
信頼できるエビデンスに基づく適切な判断を行う能
力を身に付けることにより，心身の健康を増進する
健全な食生活を実践することが重要とされており，
食育の役割がさらに重要 18) となっている。 
 
（4）大学と地域の連携における八頭町との関わ
り 
 本学食育ボランティアグループ（公衆栄養学研究
室）では，鳥取県八頭町の地域活性化，第 4次食育
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推進基本計画の推進，SDGs に則った食育の実現を
目的として，地域に向けた食育活動を行っている。
NPO 法人ちんじゅの森（文京区）19) との食育活動
では，八頭町の農産物の梅や柿を活用した梅干し作
りや干し柿作り教室を開催し，こども食堂やずぴょ
んち（渋谷区）20) とのボランティア活動では，八頭
町の食材を使用した食事の提供，学生主体の食育を
行っている。コロナ禍においては，農作物の生産者

とオンライン遠隔形式で生産者側の農家とつながる
食育活動を実践とした。 
 
（5）本実践活動の目的 
本実践活動では，梅の活用の食育を通じて産地と

都市のつながりを支援し，伝統的な日本の食文化を
次世代へ継承する持続可能な食育実践活動の展開を
目的とした。 

 

  

  

  

  
Fig. 1：Preparations 
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2. 活動の内容 

本学食育ボランティアグループ（公衆栄養学研究
室）は，2019 年より，NPO 法人ちんじゅの森と連
携し，鳥取県八頭町産の梅を用いた梅仕事教室を 6
回開催している。本食育活動では，古代からの梅の
歴史，効用，活用方法などの講義を含め，参加者同
士が会話を楽しみながら梅干しや梅シロップを漬け
る内容とした。コロナ禍では，鳥取県の生産者と繋
がるオンライン遠隔形式の展開とし，2023 年から
は対面形式での開催を再開した。 

2023 年の活動から，第 4 次食育推進基本計画に
含まれる「持続可能な食を支える食育の推進：農山
漁村を支える多様な主体とのつながりの深化」及び
SDGsの 17の目標に沿ったイベントとして，その達
成状況について，参加者を対象に Web アンケート
調査を実施した（日本女子大学倫理委員会：承認番
号 574）。ここでは梅の食育活動内容（2024 年）と
達成状況（2023～2024年）について報告する。 

 
（1）準備 
事前に会場である NPO 法人ちんじゅの森と，当

日の運営について打ち合わせを 1回実施した。 
使用する梅は，八頭町の志子部集落に開催日前日

に届くよう，梅を収穫していただいた。現代社会に
合った梅干し作りの気軽さを実感していただくため，
梅はチャック付き保存袋に漬けて自宅で管理してい
ただくこととした。また，当日は八頭町の地域おこ
し協力隊の方に来ていただき，梅が採れる集落の様
子について講話をいただいた（Fig.1）。 

 
（2）当日の流れ（2024 年） 
 11：30 講師担当学生集合，会場準備，食材の

下処理 
 12：45 開場：参加者受付 
 13：00 開始：ちんじゅの森の紹介，自己紹介 
 13：05 八頭町の紹介：八頭町地域おこし協力

隊の方 
 13：15 梅仕事：学生が主体となって進行， 

合間に梅の豆知識や梅料理の話 
 14：45 まとめ 
 15：00 終了，片付け 

3. 活動の成果 

（1）参加人数・アンケート回答数 
 参加者は以下の通りである。アンケート回答数は
計 41であった（回収率 89.1%）。 
 

Table 1：Activities at “Chinju-no-mori” 

実施日 参加
人数 配信数 回答数 回収率 

2021 年 6 月 20 日 24 名 − − − 
2022 年 6 月 26 日 21 名 − − − 
2023 年 6 月 25 日 39 名 30 25 83.3 
2024 年 6 月 23 日 19 名 16 16 100 
＊2020年以前の参加者数は不明，参加人数には子どもを含む 
＊＊同一家族の場合は代表者 1名のみ回答 

（2）アンケート結果 
Fig.2にアンケート結果を示す。 
Q1.「この活動は『地域や家庭で受け継がれてき

た伝統的な料理や作法等を継承し，伝えている国民
を増やす』ことにつながったと思いますか」という
質問に対して，つながったと思う者が 95.1%であっ
た。 

Q2.「この活動は『産地や生産者を意識して農林
水産物・食品を選ぶ国民を増やす』ことにつながっ
たと思いますか」という質問に対して，つながった
と思う者は 90.2%であった。 

Q3.「今まで『八頭町』の名前を聞いたことがあ
りましたか」という質問に対して，聞いたことがあ
る者は 31.7%，初めて聞いた者が 43.9%であり，全
体として八頭町名前を知っている者は 75.8%であっ
た。 

Q4.「この活動が『初めての食育活動』でしたか」
という質問に対して，初めての者が 43.9%であった。 

Q5.「SDGs の 17 目標のうち，この活動が当ては
まると思えるものを，選んでください（複数選択
可）」という質問に対して，「15：陸の豊かさも守
ろう」が 80.5%，「12：つくる責任，つかう責任」
が 56.1%，「11：住み続けられるまちづくりを」が
51.2%，「4：質の高い教育をみんなに」43.9%で
あった。 

 
   



産学連携における古代の食文化を伝える梅を用いた食育実践活動事例 ～食を通じて鳥取県八頭町と都市をつなぐ～ 

― 31 ― 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
                                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 2: Questionnaire results 
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Q5. SDGs の 17 目標のうち，この活動が当てはまると思えるものはどれか（複数選択可） 

Q4.この活動は「初めての 
食育活動」だったか。 

■はい 
□いいえ 
■無回答 

Q3.今まで「八頭町」の名前を聞い
たことがあるか。 

■聞いたことがある 
□聞いたことがない 
■今回初めて聞いた 
■無回答 

■思う 
□思わない 
■無回答 

Q1.「地域や家庭で受け継がれてきた 
伝統的な料理や作法等を継承し， 
伝えている国⺠を増やす」ことに 

つながったと思うか。 

Q2.「産地や生産者を意識して 
農林水産物・食品を選ぶ 
国⺠を増やす」ことに 
つながったと思うか。 

■思う 
□思わない 
■無回答 

2.4% 
7.3% 

90.2% 

4.9% 

95.1% 

43.9% 

2.4% 

31.7% 

22.0% 53.7% 
43.9% 
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4. 考察 

（1）第 4 次食育推進基本計画 
第 4次食育推進基本計画 15)において，国民が健全

な食生活を送るための基盤としての持続可能な環境
が不可欠であることから，重点項目として「持続可
能な食を支える食育の推進」として基本的な方針や
目標が定められた。自然の恩恵を得て食生活が送ら
れていることを認識し，食の循環が環境へ与える影
響への配慮が求められる。そのためには，食べ物を
大切にするという考え方の普及や環境への負荷低減
など，食と環境が調和するための活動が重要である。 

Q1 より，地域や家庭で受け継がれてきた伝統的
な料理や作法等を継承し，伝えている国民を増やす
ことにつながったと思う者が 95.1%であったことか
ら，食文化の伝承につながったと考えられる。 

Q2 より，産地や生産者を意識して農林水産物・
食品を選ぶ国民を増やすことにつながったと思う者
が 90.2%であったことから，産地や生産者を意識す
ることにつながったと考えられる。 

Q3 より，全体として八頭町の名前を初めて聞い
た者は 43.9%，知っている者は 75.8%であったこと
から，本食育活動を通して，八頭町の認知度向上に
貢献しうる活動であったと考えられる。一方で，本
活動において八頭町名を何回も耳にしたにも関わら
ず，認知していない者が約 25%であった。これは，
梅が八頭町内の志子部集落で採れたものであり，八
頭町の説明をしてくださった方も志子部から梅を
送ってくれた，という旨の説明をしていたため，八
頭町よりも志子部の名前の印象が強かった可能性が
考えられる。 

Q4 より，本活動が初めての食育活動であった者
が 43.9%であったことから，食育推進基本推進計画
の目標の 1 つである「食育推進にかかわるボラン
ティアの数を増やす」ことにつながったと考えられ
る。さらに，初めてではない，継続的な食育活動へ
の参加者が 53.7%と半数以上おり，全体で 9 割以上
の者がボランティア活動に参加していると考えられ
る。 
これらのことから，第 4次食育推進基本計画の目

標を達成できる活動であったといえる。 
 

（2）SDGs 
Q5 より，本活動が当てはまる SDGs の目標は，

「15：陸の豊かさも守ろう」が 80.5%，「12：つく
る責任，つかう責任」が 56.1%，「11：住み続けら
れるまちづくりを」が 51.2%，「4：質の高い教育を
みんなに」43.9%であった。 
「15：陸の豊かさも守ろう」は，森林伐採や気候
変動から動植物が生育する土地や農地を保護し，陸
に住む生き物の生態系を守る目標である。食を支え
る農林水産業を持続可能とする八頭町の梅の食育は，
八頭町の農業の活性化や生産地の保護につながり，
陸を守ることにつながると考えた者が約 8割いたと
考えられる。 
「12：つくる責任，つかう責任」は，食べ物や物
を無駄にしない目標である。八頭町の梅を栽培・収
穫してくださった方への感謝，また，個人で消費で
きる分の梅を自分自身で漬けた経験から，保存食で
ある梅干し，食べ物に対して責任を持って向き合う
ことにつながったと思った者が半数以上いたと考え
られる。 
「11：住み続けられるまちづくりを」は，自然や
交通，公共施設などが整い，人々が安全で安心して
住み続けられる街をつくる目標である。食育を通し
て，特産物などから地域の価値を高め，町を活性化
する取組みが可能である。先行研究 21)では過疎地域
との交流を通して，その地域への愛着が生まれるこ
とが報告されていた。本活動は都内で実施したが，
使用した梅が遠く離れた鳥取県八頭町で大切に育て
られたことを認識したことで，八頭町に暮らす人や
町を大切にしていきたいと思う者が半数以上いたと
考えらえる。 
「4：質の高い教育をみんなに」は，社会や大人の
都合で子どもが教育を受けられない状況を改善する
ための目標である。食育では，食を学ぶ機会を子ど
もから大人の全ての人に提供することであると考え
る。本活動の参加者は，地域住民と本学学生，親子，
または一人での参加など，様々な年代であった。子
どもは楽しく参加でき，大人は新たな学びがある内
容に心がけたため，4 割以上の参加者が，本活動が
質の高い食育だと思ったと考えられる。 
以上により，本活動は SDGsの目標の達成に貢献

しうると考える。 
 

（3）持続可能な食・食育：環境の環 
 本活動では，都市から遠く離れた地域で大切に育
てられた梅を用いて，自分自身で食べるための梅干
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しを漬けたことにより，食材の生産から食品の完成
に携わる機会を設けることができた。普段であれば
スーパー等では販売されない少し傷のついた梅を見
て，傷んだ部分を取り除けば食べられることや，
余った赤紫蘇をジュースにして飲む経験をしたこと
で，食材を無駄にしないこと，食に対する責任を持
つ意識を芽生えさせ，持続可能な食につなげられた
と示唆される。 
 また，自由記述より，梅ができるまでの様子も知
りたいという意見があったため，今後は，食育内容
に梅ができるまでの栽培の様子や収穫の苦労なども
組み込むと，食べ物をより大切にしようとする気持
ちが芽生えると考えられる。 
先行研究では，食材を買ってすませること，超加

工食品(UPF)と不健康・疾病の関わりについて様々
なエビデンスが報告されており 22)，スローフードや
手作りへ回帰し，持続可能な食について，食生活の
中で考えていく必要があると考える。 

 
（4）都市と地方の繋がりと食：人の輪 
本活動は梅を漬ける活動がメインとなったが，八

頭町で活動する方から写真を用いて様子を説明して
いただいたため，地方への興味・関心を抱かせる活
動とすることができた。コロナ禍では，八頭町の方
とオンラインでつなぎ，都市の参加者と直接話をす
る機会を設けていたため，今後の活動に組み込むこ
とで，地方と都市をより強固につなぐことができる
と考える。 

2024 年度から開始された健康日本 21（第 3 次）23)

では，「地域の人々とのつながりが強いと思う者の
増加」「社会活動を行っている者の増加」などが目
標に掲げられた。本活動では，大学と NPO 法人が
連携した活動を行うことで，地域住民の食環境づく
りに貢献するだけでなく，大学生の地域・社会連携
の学外活動の機会を増やし，大学内でできる教育を
超えた経験として大きな効果があると考える 24)。ア
ンケート結果から，食育活動を行う者の増加に繋げ
ることができた一方で，作業に集中するあまり，参
加者同士の会話があまり弾んでいないように見えた
ため，参加者同士でも交流ができるよう，ゆとりの
ある活動にすることが望まれる。今後は，地域を活
性化することで地域の繋がりを強固にすること，地
方で生産される食材を国内で消費するために地域で
の食育活動を行っていくことで，望ましい食環境を

つくる必要があると考える。 
食を通じて食の循環を担う多様な主体のつながり

を広げ，深めることができたと考える。 
 

（5）食文化の伝承：和食文化の和 
本活動では，日本独自の食文化を現代へ継承する

ために，古代から育まれてきた梅の活用に関する食
育を行った。２年連続で参加してくださった方から，
梅仕事に挑戦する前は手間暇がかかると想像してい
たが，昨年，みんなで一緒に作業したことで，簡単
で楽しいと感じたため，今年度はスーパーで青梅が
並び始めたころに，自宅でも梅干しや梅シロップを
漬けてみた，と話を伺った。また，子どもたちが食
べ物へ興味を持ち始めたという自由記述から，食材
に触れる経験は，食への感謝の念を育むと共に，次
世代へ食を繋げられるきっかけになることを認識し
た。食文化の継承のためには，文化に触れる機会を
増やすことが重要であると考えるため，今後も食育
活動を通じて，伝統的な地域の多様な和食文化を次
世代へ継承するための食育を推進していきたいと考
える。 

 
（6）限界と今後の展望 
本アンケートの回答は参加者の自由意思に基づく

ものであり，回収率が 100%ではなく，特に 2024年
は自由記述の回答は多くなかった。しかし，自由記
述のアンケート部分には，本活動の目標達成だけで
なく，今後の活動の発展につながる貴重な意見が多
く寄せられ，本活動のさらなる発展が期待される内
容であった。 

SDGs の達成状況については，SDGs の目標や食
に関する理解度によって，選択が難しいのではない
かと思われる。例えば，「⑰パートナーシップで目
標を達成しよう」は，先進国が開発途上国へ支援し，
世界の人々が力を合わせて発展させていく目標であ
るため，直接的には本活動が当てはまるとは考えに
くいと予想される。一方で，食育の視点からの「⑰
パートナーシップで目標を達成しよう」は，生産地
（地方）と消費者（都市）を繋ぎ，国としての食の
維持・発展を目指すこととも含まれるため，本活動
が当てはまる。食育活動と SDGsの繋がりは，実施
者が SDGsへの理解を深め，参加者へ伝えることが
必要であると考える。 

2024 年は梅が不作の年であったが，八頭町志子
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部集落の方が丁寧に梅のお世話をしてくださり，と
ても状態の良い梅が届いた。そのため，採れたての
梅の香りを参加者が体験し，笑顔になっていたのが
印象的であったが，梅が東京に届くまでにどれだけ
の手間をかけていただいたのかを伝えることができ
ず，単に状態の良い梅を梅干しにしただけの会に
なってしまった感がある。次年度以降は梅が届くま
での話も食育に組み込み，梅が自然の恩恵と生産者
の努力により，手元に届いていることを実感できる
内容にしたいと考える。 

5. まとめ 

この梅を用いた食育実践活動は，伝統的な和食文
化を次世代へ継承でき，産地と都市のつながりを構
築し，持続可能な食に繋げる食育実践活動となった。
今後も，SDGs への理解を深め，地方と都市とのつ
ながりを強固にする食育活動として，日本独自の食
文化を現代へ継承する持続可能な食育実践活動の 1
事例として継続的に活動予定である。 
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